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心をつなぐ宇宙の神秘 
～ご愛顧に感謝の気持ちを込めて～ 

  猫本  真智子（猫本商事株式会社） 

昨年 9 月に開催いたしました弊社特別企画

についてご報告申し上げます。 
 
1. はじめに 

私が当会に入会したのは、去る 2010 年 8
月に東京都三鷹市にて開催されました第 24
回天文教育普及研究会年会に参加したことが

きっかけでした。 
“地域とともにあゆむ天文教育・普及”とい

うメインテーマの中で、多くの興味深い取り

組みや事例に触れることが出来、大変刺激を

受けました。さらに、心動かされる素晴らし

い出逢いに恵まれ、この度の企画を開催する

原動力となりました。 
 

2. 宇宙の魅力 

私は、宇宙を表現する天文学の言葉には、

自然と人の心を癒し、「今」という瞬間がいか

にかけがえのないものであるかを感じさせて

くれる力があると感じます。 
かの有名な谷川俊太郎氏の名詩『二十億光

年の孤独』の中にも登場する「万有引力」と

いう力強い言葉に、私はいつもはっとさせら

れます。なぜなら、静と動が織りなす人間模

様もまた、目に見えない力で引き寄せ合い、

存在しているのだと思うと、私達はとてつも

なく広大な宇宙の中で、生かされているのだ

と実感するからです。 
そして、街ですれ違う人たちとも「一期一

会」の出逢いであり、共に引き寄せ合う存在

同士であることを感じながら、日々の生活を

丁寧に生きることは、他を思いやる心を育む

だけでなく、目と目が合えば笑顔で挨拶を交

わせる、そんな心と心が通い合う素敵な社会

につながると私は信じています。 
 
3. 念願の「感動プロジェクト 2011」始動 

（1）弊社紹介 

弊社は、昭和 21 年に広島県広島市にて祖

父である猫本保夫が創業し、今年で 66 周年

を迎える LP ガス販売事業会社です。昨年は、

会社設立 40 期という節目の年にあたり、お

客様のご愛顧に精一杯の感謝の気持ちをお届

けしたいとの想いで、「感動プロジェクト

2011」を立ち上げました。 
（2）企画趣旨 

「感動プロジェクト 2011」は、お客様に新

たな発見や驚き、そして感動を感じることの

出来る機会を創り、絆を深めることを目的と

しました。同時に、顔の見える会社として、

全社員がこの企画に携わることで、社内の新

たな活力源になるのではないかと考えました。 
（3）感謝イベント開催までの道のり 

まず、具体的にどのような感謝イベントを

実現したいのかについて、私自身が描くイメ

ージを明確にすることから始まりました。 
そして、2011 年 6 月に「感動プロジェクト」

を始動。その後、イベント開催日を 2011 年 9
月 4 日（日）と決定し、準備期間わずか 3 ヶ

月という短期間でしたが、開催出来る運びと

なりました。  
感謝イベントの鍵となるテーマはやはり、

感謝の気持ちを「感動」に変えてお届けする

こと。そのためには、我々の住む地球・宇宙

の神秘を身近に感じていただき、さらに、弊

社が供給販売している LP ガスと星空を関連
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づけながら、子どもから大人まで楽しんでい

ただける天体観望会にしたいと考えました。 
さらに、夜空に輝くお月様や星空を見上げ

た時、自然と心が癒されるように、雰囲気作

りだけでなく、心のスイッチをオンにしてく

れる「音楽」の力が必要だと感じました。 
 そして、「天文」の専門家として、呉市かま

がり天体観測館の山根弘也館長、「音楽」の専

門家として東京を拠点にご活躍の篠笛/神楽

笛奏者のことさんをスペシャルゲストとして

お招きし、お二方と弊社とのコラボレーショ 
ンが実現しました。なお、山根館長には、感

謝イベントのメインアドバイザーとして様々

なアイディアや助言をいただきました。 
（4）社内勉強会の実施～思いを一つに～ 

 感謝イベント開催を直前に控えた 8 月、社

員全員のさらなる一致団結をとの思いで、社

内勉強会を実施しました。 
勉強会当日は、あいにくの天気で、実際に

望遠鏡で星空を楽しむことは出来なかったの

ですが、日頃触れることの少ない“宇宙の神

秘”を身近に感じることが出来るように、山根

館長に、分かりやすく丁寧な講義をしていた

だきました。宇宙の魅力を皆で感じ、素晴ら

しさを共有することが出来たおかげで、社内

の雰囲気は生き生きと最高潮の盛り上がりを

見せ、翌日も宇宙の話題で持ちきりでした。 
 

4. “秋の夜長のファンタジー 

～星と月の物語～” 開催 

（1）お客様へのご案内 

 「秋の夜長のファンタジー～星と月の物語

～」というイベント・タイトルは、社員皆で

出し合った 24 個のタイトル名の中から、見

事 1 位に選ばれたものを採用しました。 
また、弊社のお客様すべてを感謝イベント

へご招待したい気持ちでいっぱいでしたが、

実現可能な範囲を超えていたため、今回は、

主に地元広島市安佐南区古市地区のお客様を

対象としました。具体的には、約 450 件のお

客様へお知らせし、事前予約制としました。

図 1 案内ちらし（表面） 

 
（2）開催当日のご来場者数 

当日は、台風 12 号の影響が心配されまし

たが、幸運にも夕方には美しい虹がかかり、

開場時刻には天気が回復しました。イベント

終了直後、大きな雲が現れた時は、皆で「奇

跡の 2 時間」に感謝しました。そして、肝心

のご来場者数は、55 組、144 名（子ども 33
名、大人 111 名）の皆様にご来場いただきま

した。 
（3）イベント・プログラム 

 イベント開始までの待ち時間も、楽しんで

いただきたいとの思いで、スクリーン（ボン

ベ庫に白い紙を張ったもの）に月のライブ映

像を映し出し、お客様をお迎えしました。 
 間近で観るお月様の姿に、会場は興奮の熱

気に包まれ、今か今かと開始を待つお客様の

キラキラした笑顔がとても印象的でした。   
そして、待ちに待ったオープニング。辺り

も暗くなり、幻想的な雰囲気の中、篠笛奏者
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のことさんの神秘的な演奏で開幕しました。    
天にも昇るような美しい笛の音色が響き、

暗闇の中から音と共に現れるという粋な演出

での登場でした。 

図 2 案内ちらし（裏面） 
 

イベントは、午後 7 時 30 分～午後 9 時 30
分の約 2 時間の内容。下記にプログラムのタ

イムスケジュール及び主な内容を説明します。 
① オープニング～篠笛演奏～（5 分） 
② はじまりの挨拶（10 分） 

…弊社社長による挨拶及びゲストの紹

介、本日のプログラムについての説明 
③ 星と猫の物語（10 分） 

…弊社若手社員による「星と LP ガスの

お話」。 
④ 本日のお月様＆星空解説（10 分） 

…山根館長による星空解説。 
⑤ 星空を楽しもう！～見上げてごらん、

宇宙が見えるよ～（40 分） 

…篠笛の演奏を聴きながら、望遠鏡や

双眼鏡で月などの天体観望。 
⑥ とっておきのお話（10 分） 

…事前に、弊社側から山根館長へリク

エスト。一つ目は、「宇宙」という言葉

の語源について。二つ目は、「引力」の

お話。そして最後は、もしかしたら私

達が生きている時代に「超新星爆発」

を目撃できるかもしれないというお話。 
⑦ いざ、宇宙旅行へ。（15 分） 

…天文と音楽のコラボレーション。 

地球～宇宙の果てまでを、山根館長に

は特別解説を、ことさんには自作曲を

映像に合わせて奏でていただいた。 
⑧ クエスチョンたいむ～（15 分） 

…宇宙に関する疑問だけでなく、篠笛

に関する質問など、ゲストのお二人に

色んな角度から答えていただいた。 
⑨ 終わりの挨拶（5 分） 

図 3 月のライブ映像を映し出している様子 
 

（4）お楽しみプレゼント 

ご来場いただいたお客様への粗品として、

お楽しみプレゼントをお渡ししました。 
一つ目は、「とっておきのパン」。当日は上

弦の月、さそり座のアンタレスが見えること

から、弊社のお客様でもあるパン屋さんのご

協力をいただき、オリジナルのパンを２種類

オーダーさせていただきました。パンの名前
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はずばり、「半月パン」と「アンタレス」。

「半月パン」は、黒ごまを練り込んだ生地

に、豆乳クリームを入れたクリームパン。「ア

ンタレス」は、デニッシュ生地の真ん中にア

ンタレスに見立てたオリジナルの赤いジャム

を塗ったデニッシュパン。2 回の試作を経て

完成したこのパンは、実際に望遠鏡でアンタ

レスを観ることが出来たこともあり、とても

好評でした。

そして、天体望遠鏡老舗メーカーである

（株）ビクセン様より、60 個もの星座早見盤

等のご協賛を賜りました。お客様に大変喜ん

でいただきましたこと、ここにご報告申し上

げます。誠にありがとうございました。

図 4 受付の様子 

5. まとめ～今を生きる～

私が初めて「引力」や「超新星爆発」のお

話を教えていただいた時、とてつもなく興奮

し、心が躍動したのを今でも覚えています。

宇宙を感じることは、まさに「今を生きる

こと」。そして、今というこの瞬間に「感謝す

る」ことにつながるのではないかと私は強く

思います。そして、現代社会において、私達

を取り巻く環境は、様々な技術革新により絶

えず進化し、便利な世の中へと変革を続けて

います。しかし、私達の祖先が地球上に誕生

したその時から、何一つ変わっていないのは、

人の「こころ」なのではないでしょうか。

「一期一会」の出逢いから、家族や恋人、

友達との心の触れあいは、今を生きる大きな

力となります。同時に、自分自身という存在

が相手にとっていかに大切な存在であるかと

いうことにも気づかされます。

お月様や星空のきらめきは、そんな当たり

前のようでつい忘れてしまいがちな大切なこ

とを教えてくれているように感じるのです。

そして、この感謝イベントにご参加いただ

いたお客様から頂戴する沢山のありがたいお

言葉、手書きのお礼状に込められた想いに触

れるたびに、宇宙の神秘は、心と心をつなぐ

奇跡であると確かな思いを新たにします。

図 5 業界新聞・プロパン・ブタンニュース 

6. 地域貢献

地元に貢献する企業の一員として、子ども

達が「この町に生まれて良かった」と胸を張

って誇りに思えるような故郷・広島にしてい

きたいと願っています。そのためには、まさ

に天文学の力が必要です。一人の思いだけで

は到底叶えることが難しい夢でも、あきらめ

ず進む先には、きっと明るい未来が待ってい

ると信じています。

文 献 

[1] プロパン・ブタンニュース

（2011 年 9 月 19 日）

猫本 真智子（猫本商事株式会社）  


